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「早大 日本語教科書 上級1」
第1課 小 さな手袋 「外来者」の分析
坪 井 佐 奈 枝
最近の日本語教育研究は,主 として実用的な日本語能力養成 に多 くの蘭
心 が払われ,成果をあげてきた。今私は敢 えて,その対極 にある文学教材
の精読を試みようと思 う。速読の前提にあるのは精確 な読 みで あ るか ら
だ。 とヲあげた 「外来者」は何度読んでも倦きない,熟読玩味に耐える文
章で,眼 目はユーモア ・おかしさにある。ことばの意味や文構造 は理解で






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































私 たちは一読 して、悪わずニヤ リ として しま うわけで あるが,そ の理解 ・
認知過 程を言語化す るこ とボその謎㌍ きになるので はないか,そ して その
援助 をナ るのが 旨本語教師 の役 割 なのではないか と考 える。
外来 者は宇義通 り外 か ら来 た人 で ある。よそ者 σ)ような排他的 なニ ュア
ンスはない。い ったい ど うい う人 が来 るのか と読者 は興味 をそそ られ なが
ら読み始 める。 まず揚所 の提示 で あるが,一 般読者 にはな じみがないか ら
r大濃会館 とい う建物」 と説 明 しr広 い芝生 の庭 を見 なが ら」 とイメ ージ
を具体的 に示す。 「季節 の花 にも事欠 か轟」 こ とか ら庭 の大 きさが推測 さ
れる。花か ら自然 に藤 の花 とはい り,食 事 した り茶 を飲 んだ りできるだけ
でな くビーノレを飲 むこ と庵でき るン目くつ ろぎの場所 で あることが わか る。
「しか し」 と逆接 なのはン藤 の花 を 眺 めなが らの静 かな妻寛地 が破 られ,るか
らで,「 ははあ,ま た現 れたな』で筆 者がすでにこ うい う場面 に出会 った
ことのあるこ とがわかる。「また来 たな」 では迷惑 の感 じがあるが,「現 れ
る」 は 「今 まで見 えなかった もの,隠 されていた もの,存 在 す ると思 われ
ていなか った ものが,認 め られた り見 えた りす るよ うにな る(類語例解辞
典 ・小学館)」言〕けだか ら,通 常 の利用客で はない。何 か起 きそう参気配 が
あるのは反対 の語 が 「消 える」 だか らで もあろ う。 「た ちまち」 とす ぐさ
ま場面 に読者 をひき こみ,現 われたのは 「外 国人 と学生の群 れ」だ とい う。
羊 の群 れ ・人 の群 れの如 くr群 れ」 は方 向性 はあっても横 のつ なが りは な
いか ら 「グノレーフ"」ではない。それ が 「や た らに」英 語 を 「才巳濫」 させ るo
本文の後 に[言 語 事項」の欄 があ り,そ の例 文 に 「やた らにの どがかわ く」
「やた らに難 しい漢宇 を使 う」 とあって度 を越 えた状態 で あることを示 す.
さらに 「氾濫 」 も水量 が多 すぎて盗 れ るのだか ら負 の意味 を付加 す るが,
空 聞的 な大 きさをも表 わすだ ろ う。 「むやみに英 語 で しゃべ 勢ま くる」 と
したのでは状態 しか示 さない。「外 国人達 中」 とい って 「方々」や 「人 々」
といわないのもこれか ら起 こる出来 事の・作家 か らみゃ ば網 か け で あ ろ
う,読 者は親 しみは あるがさほど上等 でないイメージの外国人像 を頭 に思
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い描 きなが ら読み進 める。
「ど うい う仕掛 けにな ってい るのか」 自分 が計画 した 当事者 でないか ら,
観光会社 とどんな取 り決 めを して こ うなるのか わか らない。1一仕掛 け」 は
箱 がパ ッ ト開 くのではな く,あ るボ タンを押 さない と開 かないか らrこ の
箱 には仕掛 けがある」わけだ。1一観光 客が来 る と学生 恭迎 える」とい う具合
にはいかず,あ れ これ の手続 きを経 て このシステムが 生れた こ とを示すo
「外 国人に 学生 が何人 か 付 き添 った組 み」 の 「付 き添 う」 は 「病人 に看護
婦.が付 き添 う」 よ うに看護婦 が病人の世 話 をした り,保 護 した りす るこ と
だか ら,こ こでは学生 が この辺 のことに通 じている として,ガ イ ドのよ う
な役割 を させ てい るのだ ろ う。「陽気 のいい とき」 とは外 に出 るのが お っ
くうなほどク)暑さ寒 さで ない ときを さす。 「陽気 な リズ ム」 とか 「陽気 な
人」 な どとは違 う意味で ある。「さん ざんお しゃべ りした挙 げ句」は,rさ
ん ざん」で相 当なにぎやか さであることがわか る。「挙 げ句 」は 「発句」 に
対 して結び の句 をさす か ら,前 節で あれ これ あって,後 節 でその結 果 とし
てこ うな るとい うことだ び,よ くない結果 をい うこ とが多 い。rお 金 に困
っ.たあげ く盗 み をはた らいた」「さんざん考 えたあげ く・断 った』の如 くで
ある。 ここでは 「お しゃべ り」の結果 が 「庭 を一周す る」0)であま り関係
が認 め られ ない。 「お しやべ りした挙 げ句,大 声 で笑 い出 した」 とか 「歌
い出 した」 のな らわか る。r庭 を一周す る」 とい うことばか らは一般的 に
は静かな落 ち着 いた雰囲気 を想像 す るか ら,そ こで 「挙 げ句 」 と使 うとこ
ろに落差 を生 じ,ユ ーモァ にな るのだろ う。 「学生 にとっては英会話 の練
習 に絶好 の機会 なんだ ろ うが」 とある ところで,こ の文 章 が書かれ たの が
1975年以前で あ り,筆 者 は小説家 ・英文学 舌で,早 稲 田大学教授 である こ
とを,本 文後の[注]によって確 かめ る必要 が ある(「外来 者」 が書 かれた の
は,1963年7月).当 時外国人 と接 す る機 会は少な く,生 きた芙 語 を とい
うので このよ うな システム が生れたの だろ う。「学生 に とっては」 に対 す
れば 「外国入 に とっては」 と応ず るのが一般 だ が 「向 こうの連 中」 とす る
ところにユーモァ渉生ず る。「一体 どんな気 でいるのか しらん㍉ とい う古
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風 な表現 は,本 文後の 〔注]に 「この作家 の愛用語形 の一 つ」 とある。 「ど
んな気 でいるのか」 とは 「ど うい う気持 で学生 につ きあって くれ ているん
だろ う」 とい う感謝 を感ず る立揚 には立 ってお らず,傍 観者 である。傍観
者は客観的 にものを見 られ るか ら 「おか しさ」 「ユーモア」 を感 じるこ と.
ができる。筆者 は 「向 こ うの連 中」 とい い,.「お しゃべ りした挙 げ句_.」
ととらえ,こ の外国人 を抑捻σ)対象 に据 えてい る。 これが布石 となって次
へ と展 開す る。
第二段落 は 「いつ だった か」は思 い出せないが,特 にこだわ って思 い出
す必要 もないある日,こ の出来 事 に出会 ったのであ る。 「例 によって」で
第一段 落 の 「外 国人 と学生 の群 れで一杯 に なって や た ら に英語 が氾濫す
る」揚面 ま読者 に思 い起 こさせ る・ そして今度 は 「その一隊 が繰 り込 んで
来」 た とい う。 「群 れ」 と同 じこ とば を用 いず 「一隊 」 といい,そ の入 っ
て来 るのを 「繰 り込 む」 といって,次 々に入 って くる様 子 を表す。 「その
グループが入 って来 て」 と言 い直 しても事実 は変 らな い が,「オモチ ャ～
の兵隊 が繰 り込 んで,こ れ か ら何 を仕 出かすのか」 とい う予感 を与 えてい
るようだ。「四人 の婆 さん」で 「お婆 さん」 でない。 「お」は尊敬 の意を表
す のだか ら 「連 中」 と同 レベル の語 の選択 で ある。 「一 人 の真面 目量 う塗
学生」 の 「そ うな」 は外見 か ら判断す るだけだか ら当然 である。 しか しこ
れ が曲者 で,な ぜ真面 目そ うなのか。「何 や ら暗記 してきたよ うな口調 で」
前述 の ように英語 で話 した経験 がないか ら,本 に書い てあった通 りか,ま
たは自分 で和文 を英訳 した ものを丸暗記 して 「創 立以来何十 年 とか,ど ん
な講義 が あるとか」 しゃべ った。
「一 それは何 とい う大学で あるか ～」 は直訳 目本語 である。現 代の学生
はこ うい う和訳 にな じみがないか もしれ ない。留学生 には むろん奇異 な 日
本語で あるとは感 じられないだろ う。中村 明 『名文』 に'「英 文科 の現役 教
授 で ある作家 が・ もしこんな下手 な日本語 にしか訳せ なか った ら,即 刻 ク
ビにな るだ ろう。 が,も ちろん,こ の訳 は意図的 だ。 それは まず,そ の会
話 が日本語 でお こなわれた ものではないこ とを示すた めで ある。 とともに
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語 学力のせいでな く場面把握 のせ いで はあるが,そ の会話の通 じなさかげ
んを 戯画化す る意図 もあったのでは なか ろ うか。」 と述べ てい る。 さ らに
付 け加 えれ ば,学 生 の話 していた(あ るいは イ ン トネーシ ョンな ど無視 し
て,読 み上 げているよ うな〉英語 に対応す るもの,下 手 な英語 の反映 と考
えて もいいか も知れ ない。「質問 を発 した`は 「質問 した」よ り動的 で,お
だやかな らざる感 じがある。「発す る」 は 「弾丸 を発す る」 よ うに放 つ意
があるか らだ。 「聞 いていた僕 は大いにが っか りして,内 心学生 に同 情 し
た。二 なぜ がっか りす るの か。「しか し,学 生は一向 にびっか ヲした表 情 な
ど浮 かべ ない。 む しろ誇 らしげに,早 稲 田大学 で あると答 えた。」 この珍
妙 なや りとりがこのエ ソセイ のクラィマ ックスにな るのだ が_・Q白 髪 の
婆 さんた ちは 「30秒ばか り顔 を見合 わせ て」いた らわかったの だが,多 く
の留学生 は,そ して 日本人 に も,「なぜ僕 ががっか りしたの に,学 生 は が
っか9し なか ったのか」 がわか らない ので ある(あ る 日本語教師養成講座
で この課 を扱 った こ とがある)。
r真面 目そ うな学生」 が暗記 してきた よ うな 口調 で学校 の話 をす るの だ
が,婆 さんは聞 き慣 れ ぬ発音 の英語 で,お そ らくは,書 き ことばで話 す か
ら 「口 もとを見 なが ら熱心 に耳 を傾 けて」 い ない と,さ っぱ りわ か ら な
い。「す る と突然 」「質問 を発 した」 ので ある。何 とか聞 き取 った 「創立 何
十年 」「どんな講義 びある」な どの断片 を繋 ぐと,大 学 のこ とらしい。 観
光 バスか ら大隈会館 に直行 したか ら,大 学 らしい雰囲気 を感 じること もな
か った。カ フェテ リァで休憩 す るぐらいの つ も りで あった のだろ う。「そ
れ でそのお話 は何 とい う大学の こ とです か」 とい う質問 に なった の で あ
る、僕 は,先 述 の通 り早稲 団大学 の英 語教師 で ある。身内 の学 生 が一 所 懸
命話 しているその主題 ・話 の中心 がわ か っていない・ 「やれやれ」 とが っ
か りして,学 生 の徒労 に 「内心」同情す る。「内心」を省 くと,筆者 はつか
つ か立上 って支援の行勤 に出 る可能性 があ る。筆者 は隣 のテーブル に座 っ
てい る傍観者 でなけれ ばな らない。 「しか し,学 生 は一 向にがっか りした
表情 な ど浮べ ない。 む しろ誇 らしげ に,早 稲 田大学で あると答 えた。」学
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生 は婆 さんの発 した 質問 σ)英語 が とにか く理解 できた ので ある。 さらに,
その返答 も簡単 に 「早稲 国大学 であ る」 とい えばいい。 「む しろ誇 らしげ
に」 は早稲 田大学 の学生で あるこ とをではな く,返 答 が英語 でできるか ら
で あ る。 「一 早稲 田大学.,.」 と婆 さんは早稲 田大学 など とい う名 は 聞
いたこ ともないか ら,2度 つぶや き,さ らに 「一 それは ど こ に あ る の
か⊇」「一 ヒア1」五ereはカタカナ英語 だが,次 に 「テープル を指 で とん
と叩 い」 た と動作 の説明 があるか ら直訳 の必要 は ない。.「ここび早瀟 田.大
学 であ る」 と3行 前 の 「早稲 国大学で ある」は学生 のセ リフであ るがこの
文章 で会話体 を示す 「一 」 の記号が ない。形式 ・表面 に とらわれ ている
とこれ が会話体 であるこ とを見逃 す よ うだ。
ここが早稲 田大学 であるとは 「初耳」 だ った らしい。 「初耳Jは 初 めて
闘 くこ とだが,毎 巨のニュース は初 めて聞 いて も 「初耳」 とは いわ ない。
何 か意外 な感 じが して一種驚 きの感情 を伴 う。 そこで四人 は三十秒 ばか り
.顔 を見合 わせ て,自 分た ち瀞今 どこに連 れて来 られ たのか[そ うい えぱガ
ィ ドブ ックに書 いてあったか もしれな い.お やおや,と んだ質問 を して し
まった わ]などと考 えて 自分た ちの問抜 けに気づ き,さ らに大真面 目に受
け答 え している 目の前 の学生 を見 て,rぶ っと吹 き出」す とも う止 ま らな
くなって頓狂 な声 で笑 い出 したのだ。 あまPに 調子 はずれ の笑 い声 を立 て
て しまい少々はずか レくなって 「改 めて四囲を眺 め回」す。 それ か ら婆 さ
ん は自分た ちの役割 を自覚 したのか,い くつかや さしい質問 をす る。そ し
て終9に 「一目・一一それは東京 にあ る唯一 の大学 であるか～」「ベス トユニバ ー
シ ティ・一の一つで ある」r一 ベス ト1」[おやベス トとは何 の ことだ っけ。
まあそ うなの。 それ な らそれ で い い わ よQJ「オーイエース,オ フコー ス
.,.」とは言 ったが・正直 だがあま り上品 ではなかった ら,[そんなこ とい
った って・ こんな話 しか出来 ない学 生 の大学 がベ ス トユニバーシテ ィ}な
ん てや っぱ り信 じ られないわよ1と 「は っはっは と大声 で笑 った」 ので あ
る。「失礼 に も」 は僕 を含 めて 「こち ら」 に対 してであ る。[そ うそ うそ の
通 り,ご 無理 は あ りませ んよ]とr僕 もつ られて笑 いそ うになる」 び笑 っ
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た ら傍観者 でな くな る。 これはまずい と,ご まかすために 「慌 ててビール
を飲 み干 したが ビールはす っか りぬ る くなって い るので ある。」気 の抜 け
た ビール ほどしま らない ものはない。末尾 赫 「な っていた二 ≧単純 に事実
を述 べ るのでな く 「なっているので ある」 と説明的 にいって,客 観化 す る
こ とがユーモ アを生 み出す。
このエ ッセイ の巾心 にあ るのは,ユ ーモ アで ある。それ も立 ちのぼ る上
品 な酒落一 とい うよ り,滑 稽 ・おか しさにあろ う。筆者 はまず 「外国 人
連 中」 を 「どんな気 でい るのか しらん」 と,滑 稽 の対象 に据 える。次 の展
開 の中 で,も っ と滑稽 なのは笑 われ て も,な ぜ笑 われているのかわか らな
い学生 である。真面 目さが滑稽の対象 とな るのは周知 のこ と.だ。 「婆 さん」
が優位 に立 ち,学 生 が椰楡 の対象 とな るが,実 はそれをず っ と見続 け,当目
事 者 に巻 き込 まれず傍観 者を保 って,そ の滑稽 を眺 めてきた筆者 が,最 後
にはぬ るい ビール を飲 み干 すはめにな って,自 らを滑稽の対象 とす るとい
うみ ご とな構成 とな ってい る。
ユ うモ ァは語 彙 の選択 にかか るところが少 くない。魑 のこ とばで言 い換
えれ ば,何 のお もしろみ もな くな る。 その差 が意議 され なけれ ぱ,ユ ーモ
アを感 じるこ とはできない。 平凡 な こ とば を平 凡な文 体で綴 れば,3倍 く
らいの長 きにな 弧 私 のこの文章 の よ うに,・お もしろさの説 明 にな って し
ま う。
教 室で どのよ うに授 業を行 うかは,対 象 となる学生0)目本 語能力 や好 み
によって変 えざるを得 ない。そこで授業報告 ではな く,私 は現在 この作 品
をこ う読んで いる,と い うこ とを,教 科書 に書 いてあるこ とばに即 して読
んだ もので ある。学生 が読む立場 に近づ くため小 沼丹 の他 の作品や文学世
界,生 い立 ち ・経歴 な ど,補 助的 な知識 はなるべ く入れない よ うに した。
書 き終 って中村 明氏 か ら 『表現学論考II』に 「外来者」について書 いた と
伺 った。読 む と,こ の涼稿 は直 ちにボツ にな る運 命 にな りそ うなので,我
慢 した。明 目,読 むつ も りで ある・皆 さん にもお薦 め します。
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